
空から見た棚底城跡（点線が城域）空から見た棚底城跡（点線が城域）

2009 . 8 . 1市政だより 天草   No.80 23

国
指
定
史
跡
と
は

棚
底
城
跡
の
歴
史

発
掘
に
よ
り
わ
か
っ
た
歴
史

文
化
財
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無形文化財
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□文化財保護法に基づく文化財種類体系図

棚底城跡が天草市初の「国指定史跡」になりました

史　　跡

　

棚
底
城
跡
は
、
旧
倉
岳
町
の
時
か
ら

調
査
研
究
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
史
跡

指
定
の
申
請
業
務
は
天
草
市
へ
引
き
継

ぎ
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
文
化
財
に

は
数
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
右
の
体
系

図
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
棚

底
城
跡
は
、
記
念
物
の
中
の
『
史
跡
』

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
史
跡
は
市
で
は

初
、
天
草
地
域
で
は
苓
北
町
の
『
富
岡

吉
利
支
丹
供
養
碑
』
に
つ
い
で
２
例
目

と
な
り
ま
す
。

　
市
の
国
指
定
文
化
財
は
、
重
要
文
化
財

と
し
て
『
祇
園
橋
』『
天
草
四
郎
陣
中

旗
』、
名
勝
と
し
て
『
妙
見
浦
』
な
ど

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録

有
形
文
化
財
と
し
て
『
旧
天
草
教
育
会

館
』（
現 

・
天
草
文
化
交
流
館
）『
上

田
家
住
宅
』
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
条
例
に
基
づ
く
県
指
定

や
市
指
定
文
化
財
も
あ
り
、
区
別
の
た

め
に
、「
国
指
定
史
跡
」
と
標
記
し
て

い
ま
す
。

　

　

棚
底
城
跡
は
、天
草
で
最
も
高
い
山
、

倉
岳
か
ら
の
び
る
尾
根
筋
の
先
端
に
築

か
れ
た
戦
国
時
代
の
山
城
で
す
。

　

歴
史
上
の
記
録
は
、と
て
も
少
な
く
、

わ
ず
か
に
「
八
代
日
記
」
と
い
う
書
物

に
残
る
の
み
で
す
。

　

戦
国
時
代
の
天
草
諸
島
は
、
一
般
に

「
天
草
五
人
衆
」
と
呼
ば
れ
る
領
主
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
支
配
し
、
島

内
で
抗
争
と
和
平
を
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。

　

棚
底
城
跡
が
初
め
て
記
録
に
現
れ
る

の
は
、
１
５
４
４
年
で
、
当
時
、
城
は

上
津
浦
氏
の
一
族
の
居
城
で
し
た
。
そ

の
後
、
１
５
５
６
年
ご
ろ
に
は
栖
本
氏

の
所
領
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
上

津
浦
氏
は
ど
う
し
て
も
棚
底
城
が
必
要

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
幾
度
も
城
を
奪

い
返
そ
う
と
攻
撃
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
結
局
、
力
で
は
落
と
せ
な
か
っ
た

の
か
、
球
磨
地
方
の
大
勢
力
で
あ
る
相

良
氏
の
仲
介
に
よ
り
、
１
５
６
０
年
に

棚
底
城
は
再
び
上
津
浦
氏
の
城
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

記
録
的
に
少
な
く
、
さ
ほ
ど
注
目
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
棚
底
城
跡
で
す
が
、

倉
岳
町
誌
編
さ
ん
の
一
環
で
始
め
た
発

掘
調
査
に
よ
り
、
状
況
が
ガ
ラ
リ
と
変

り
ま
し
た
。
城
の
中
枢
と
目
さ
れ
た
１

郭
（※

郭…

建
物
や
柵
な
ど
を
設
置
す

る
た
め
の
区
画
。
近
世
城
で
は
「
丸
」

と
い
う
。）
の
試
し
掘
り
で
、
岩
盤
に

掘
り
込
ま
れ
た
柱
穴
が
多
数
見
つ
か
り

ま
し
た
。
立
派
な
城
主
館
が
何
度
も
立

て
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

す
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
輸
入
陶
磁
器
も

出
土
し
ま
し
た
。
室
町
時
代
の
城
主
の

多
く
は
、
普
段
は
城
の
ふ
も
と
の
居
館

に
暮
ら
し
、
い
ざ
戦
争
と
な
っ
た
ら
山

城
に
こ
も
っ
て
戦
い
、
終
わ
れ
ば
ま
た

館
に
戻
る
、
そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
た

と
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
山
城
か
ら

は
簡
素
な
建
物
跡
と
少
量
の
遺
物
し
か

見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

か
く

　国の文化審議会は、５月に倉岳町に所在する中世城跡『棚底城跡』ほか12遺跡
を史跡とするよう文部科学大臣に答申し、７月23日、官報に告示され棚底城跡が
天草市初の国指定史跡となりました。
　今回、国指定文化財や棚底城の歴史などについてお知らせします。

棚底城跡が天草市初の「国指定史跡」になりました


